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各自治体とのお取り組みをご紹介していきます！

たった３つのステップで女性が自立ができる方法が
日本シングルマザー支援協会にはあります。

〒221-0835
神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町2-12-10千菊ビル301
TEL	:	045-534-8849

【移住就職者が内定しました】
〜各地方自治体様との移住のお取り組み〜

自治体通信では、各自治体様と日本シングルマザー支援協会のお取り組みをお知らせしております。

日本シングルマザー支援協会では、各地方自治体様と移住フェアを開催してお
ります。
オンラインによる移住イベントや移住ツアーなど、毎回好評をいただいており、
土地柄に合わせた内容で開催し、小グループによる個別相談のお時間を必ず設
けております。
ご参加いただく方が聞きづらいことも、個別になると深いお話ができ、自治体
様、参加者であるシングルマザーの双方から、大変好評をいただいております。

【シングルマザー自立までの５段階プロジェクト】
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主婦脳 世帯主脳プレッシャーゾーン

【自信喪失期】 【受動思考期】 【能動思考期】 【試行錯誤期】 【自立実現期】

～世帯主脳を持ったシングルマザーが社会を変える～

想定年収目安

200万円～
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【zoomによるオンラインイベントの様子】

令和2年度12月までの段階で1名の方の移住
就職が内定しました。
不安でいっぱいだった方が、今は未来に希
望を持って新しい土地で頑張っていらっ
しゃいます。
会員さんと自治体様、弊協会の三位一体の
信頼関係を築くことで、自立の後押しがで
きた実例です。

実際に移住を決めた方の情報やイベント情
報を会員さんに発信し、移住を身近にでき
るという意識環境が醸成されています。



日本シングルマザー支援協会の活動

一般社団法人日本シングルマザー支援協会は

・働き方教育
・女性活用戦略

女性側の課題と企業側の課題双方の課題を解
決しています。

各自治体と「ひとり親家庭支援に関する連携
協定」を締結しており、更に自治体との連携
を広めています。
自立支援に特化した教育を受けた「ひとり親
コンシェルジュ制度」を2017年に立ち上げて
います。
すでに自立支援へのお取り組みをはじめてい
る自治体様は活用しています。
ひとり親としてスタートをするのは「自治
体」様の窓口です。

そこに自立支援に特化した教育を受けている
「ひとり親コンシシェルジュ」を窓口に配置

していただくことで、早い段階で世帯主とし
て自立できる、ひとり親を支援を広げていき
ます。

吉村洋文大阪市長（当時）との調印式にて

【沿革】
2013年 7月：一般社団法人日本シングルマザー支援協会を設立
2014年 2月：神奈川県横浜市市民局後援で
「シングルマザーのための就職イベント」開催
2016年10月:シングルマザーサポート株式会社を設立
2017年 ：「ひとり親コンシェルジュ制度」立上げ
2018年 2月：神奈川県横浜市と協定連携締結
2018年 3月：神奈川県相模原市と協定連携締結
2018年 9月：大阪府大阪市と協定連携締結
2018年10月 :静岡県静岡市と協定連携締結
2019年 3月 :神奈川県川崎市と協定連携締
2019年9月 :千葉県千葉市と協定連携締結
2020年10月 :福岡県北九州市と協定連携締結

お金を稼ぐ力を養う 共感しあえるコミュニティ 結婚という幸せ

【基本方針・ビジョン】

女性側の３つの柱を実現する事で、女性活躍を推進しています。

たった３つのステップで女性が自立ができる方法が
日本シングルマザー支援協会にはあります。

〒221-0835
神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町2-12-10千菊ビル301
TEL	:	045-534-8849 協会HP


